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2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）
2.1 本剤に対し過敏症の既往歴のある患者
2.2 肝性昏睡の患者［アンモニア血症を助長することがあ
る］

3. 組成・性状
3.1 組成
販売名 レナルチン腸溶錠100mg

有効成分 1錠中
肝臓加水分解物100mg

添加剤

合成ケイ酸アルミニウム、硬化油、カルメロースカルシウ
ム、ステアリン酸マグネシウム、ヒドロキシプロピルセル
ロース、白色セラック、タルク、ヒプロメロースフタル酸
エステル、グリセリン脂肪酸エステル、アラビアゴム末、
酸化チタン、精製白糖、ゼラチン、沈降炭酸カルシウム、
酢酸ビニル樹脂、マクロゴール6000、カルナウバロウ

3.2 製剤の性状
販売名 レナルチン腸溶錠100mg
剤形 腸溶性糖衣錠
色調 白色

外形

表面 裏面 側面

直径 9.2mm
厚さ 5.5mm
質量 350mg

識別コード IC-59

4. 効能又は効果
慢性肝疾患における肝機能の改善

6. 用法及び用量
肝臓加水分解物として、通常成人1回200mgを1日3回経口投与
する。
なお、年齢、症状により適宜増減する。

9. 特定の背景を有する患者に関する注意
9.8 高齢者
減量するなど慎重に投与すること。一般に生理機能が低下して
いる。

11. 副作用
次の副作用があらわれることがあるので、観察を十分に行い、
異常が認められた場合には投与を中止するなど適切な処置を行
うこと。
11.2 その他の副作用

頻度不明
消化器 悪心、胃部膨満感等
過敏症 発疹、蕁麻疹等
精神神経系 頭痛等
その他 顔面熱感

14. 適用上の注意
14.1 薬剤交付時の注意
PTP包装の薬剤はPTPシートから取り出して服用するよう指導
すること。PTPシートの誤飲により、硬い鋭角部が食道粘膜へ
刺入し、更には穿孔をおこして縦隔洞炎等の重篤な合併症を併
発することが報告されている。

18. 薬効薬理
18.1 作用機序
肝臓加水分解物は、必須アミノ酸、オリゴペプチド、核酸前駆
体などを含み、障害肝の諸酵素活性の正常化・蛋白合成亢進・
肝血流増加作用などによって肝細胞の保護、賦活、再生効果が
認められる1）。

19. 有効成分に関する理化学的知見
一般名：‌‌肝臓加水分解物（Liver‌hydrolysate）
性 状：‌‌本品は黄かっ色の粉末である。本品は水に溶けやすく、

エタノール（95）又はジエチルエーテルにほとんど溶け
ない。本品は吸湿性である。

22. 包装
100錠［10錠（PTP）×10］
1000錠［10錠（PTP）×100］
500錠［バラ（ビン、乾燥剤入り）］
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